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主催：原爆絵画展所沢実行委員会 

後援：埼玉県・埼玉県教育委員会・広島市・長崎市 

所沢市・所沢市教育委員会・入間市・狭山市・丸木美術館  

NHK さいたま放送局・テレ玉・ＦＭ ＮＡＣＫ５・埼玉新聞社 

朝日新聞さいたま総局・読売新聞さいたま支局 

毎日新聞さいたま支局・東京新聞さいたま支局 

琉球新報社・市民ネットワーク所沢 

 ・入場無料・ 

会 場 案 内 
展示される絵画は毎年異なります。 

昨年までご来場の方も、新しい絵画をご覧になれます。

1974 年一人の被爆者が描いた被爆体験の絵画をきっかけに、多数の被爆体験の絵画が

集められました。現在では広島原爆資料館に 4000 点以上の絵画が所蔵されています。

これらの絵画はヒロシマ市民の手による原爆被害の記録であり、核兵器のもたらすも

のを現代に生きる私達に訴えかけてきます。本展には絵画 60 点がやってきます。 


